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「～オープンソースムーブメントが切り開く新たな世界～」 
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インターネット と オープンソースムーブメント 

米国の国防省高等研究計画局（DARPA）が米国内のネット
ワークの構築を企画。 
これがARPA net （1969年）プロジェクトになる。 

 

ソ連からの攻撃を受けても存続するネットワーク。 
 （瞬時に迂回路を探せる） 

 

多くの技術が開発されたが国防省は知的所有権を持たず 
“無料”でOpenにし、誰でも参加出来るようにした。 

 これがインターネットに発展。 
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米国が知的所有権を主張しなかったが故に世界統一規格に
なる。 

 

しかし、米国が最大の受益国、米国の会社が最大の受益者。 

 オープンソースムーブメントでは、多くの場合、最大の貢献者が
最大の受益者。アンドロイドの世界も同じ。 

 今までのビジネスモデルとは１８０度逆。 

インターネット と オープンソースムーブメント 
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Linuxとは 

1991年, フィンランドの学生だったLinus Torvaldsにより 
 オープンソース方式で開発がスタートした、コンピュータの 
 オペレーティングシステム（OS）。 
 

PCを除く殆どの分野で主流なOSに成長。 
 

IBM, NEC, 富士通、日立。。。など、殆どのIT企業がビジネスの 
中核に位置付けるOS。 
 

アンドロイドはGoogleがLinuxをベースに開発をした移動体通信 
機器向けのオープンソースなソフト。  
 

貢献の競争により、信頼性が高く、拡張性が高いOSに成長。 
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Linuxの適用範囲とスケーラビリティ 

組込み 

サーバ 

デジカメ 

家電機器 

GPS 

ハードディスクレコーダー 

テレビ 

パソコン 

オフィスツール 

仮想化 

スーパーコンピュータ 
クラウドコンピューティング 

ミッションクリティカル 

ロボティクス 

スマートホン 
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2012年1月24日
日本経済新聞 
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OSSとSecurity （安全性） 
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OSSとSecurity （安全性） 
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OSSとSecurity （安全性） 
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ー Bruce Schneier （世界で最も有名なSecurity専門家の一人）  

  セキュリティに関連する「ITプロジェクト」ならOSSを要求すべき。 

 

ー Vincent Rijmen （標準暗号方式の考案者）  

  OSSを要求すれば判りやすいソフトを作る、また標準に沿って 
    ソフトを制作する。 

 

ー Whitfield Diffie （公開鍵暗号方式の発案者） 

  秘密の上にセキュリティシステムを構築するのは現実的ではない。 

 

OSSとSecurity （安全性） 
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VERACODE STATE OF SOFTWARE SECURITY REPORT 2010年 

修正までの時間はオープン
ソースが一番短く、商用ソフ
トが一番長くかかっている。 

 

オープンソースは、発見され
たバグがほぼ一回の修正で
完了している。 

11 
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OSSはプログラミング上のセキュリティ問題へのイノベーションである。 

OSSはソースコードがより多くの技
術者の眼に触れる為、結果として
セキュリティバグが少なくなる。 

 

 

OSSは脆弱性の原因が誰にも分
かるため、対応が迅速である。 

12 

クリティカルな問題が公開されて、RHNによって修
正が提供されるまでの日にち 

Red Hat Enterprise Linux 4, Feb 2005-Feb 2006 
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マイクロソフト ソフトウエア私用許諾契約書 （品質保証規定） 

• ９０日間保証 
• マニュアルに書かれている通りに動作することの保証 
• サポートはマニュアル通りに行う、技能提供の保証 
 
 
本ソフトウェアは、汎用の製品として設計され、かつ提供されるものであり、特定の 
目的のために設計されたり、提供されたりするものではありません。お客様 は、全く 
エラーのないソフトウェアというものはありえないものであることをご了承の上で 
本ソフトウェアをご使用になるものとし、そのため、本ソフトウェア のご使用に 
当たっては定期的にバックアップ ファイルを作成されることを強くお勧め致します。 
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc343630.aspx 
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OSSの場合の保証 

• LinuxやPostgreSQLは頑丈。簡単にクラッシュや 
誤動作は起きない。 
 

• 売り手ごとに保証・サービス範囲を設定出来る。 
 

• 売り手が不得意な問題が出た場合、良く判っている 
会社にバックアップ保守を依頼する事が可能。 
 

• コミュニティーとのやり取りが出来るようになれば 
コミュニティーのサポートを得る事が出来る。 
 

• 自社で全て対応可能に出来る。（住友電工） 
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ー バザール方式が前提 

  能動的な貢献 

  貢献の競争の世界 

ー 最大の貢献をした個人・企業・会社が 
  最大の利益を得る （貢献の競争の世界）。 

ー Copy Leftの世界  
  今までは秘密 （Copy Right） が儲かったが、 
  今は逆の世界が多い。 

ー Non Monetary が Monetary と同様に重要な世界 

  人は何の為に働くのか、やる気を起こすのか。 

オープンソースの世界の価値観 
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バザール方式 

16 
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Fee on Free の世界 （無料の上の有料のビジネス） 

 Google / Yahoo  

  【売り手側】 
 ・インターネット：無料 （Free）   
 ・Linuxベース：OSは無料 （Free）     

  【顧客側】 検索はいくら使用しても無料 （Free） 

  【利益】 検索連動型の広告 （Fee） 

 iTunes U ... 

  → 教育の世界を根本から変化させる。 

 アップロードが主流。  
ユーザがコンテンツを“無料”で作成してくれる。 
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2012年1月23日 日本経済新聞 23 
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NHK白熱教室 （大学間の貢献の競争→構造改革） 

 

http://www.nhk.or.jp/hakunetsu/archives.htmlのShot 

24 
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2011年10月28日
日本経済新聞 



2011年12月22日
日本経済新聞 

26 
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2010年1月23日
日本経済新聞 
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2010年10月2日

日本経済新聞 
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SOLOEL by ASKUL  

29 
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ソフト・パワー 
21世紀国際政治を制する見えざる力 
Joseph S. Nye, Jr. 
  

→ Smart Power 

  “オープンソース的な考え” 
   Nye氏のLSE(※)でのコメント 
  
  

→ 米国の外交政策の考えかたの変化 
  “米国の単独行動からコラボへ“ 

 
(※) London School of Economics 

 

ソフト・パワーとは 
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2012年1月23日
日本経済新聞 

31 
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 国際関係に於いて、相手国を武力や金を使わずして自国の 
 思うように動かす「力→Power」。 
 

 IBMはSoft Powerで倒産危機から復帰した。 
 (Harvard Business Review,  「Friends like These」  
                                          by David B.   Yoffie, Marry Kwak) 
 

 Appleは３０万のアイアプリを指揮権を持たず開発費ゼロで。 
 

 AppleはiTunesUのコース開発費をゼロで。 
 

 Ruby言語の開発者である「まつもとゆきひろ氏」。 
 

 LinuxのLinus Torvalds氏。 

 

 

 

Soft Powerとは？ 
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Linux開発への国別貢献技術者数 

ランク 国 貢献技術者数 

No. 1 Unknown 1983 

No. 2 America 1149 

No. 3 English 642 

No. 4 German 635 

No. 5 Chinese 578 

No. 6 Japanese 374 

No. 7 Nether lander 358 

No. 8 Indian 306 

No. 9 Russian 243 

No. 10 Brazilian 211 

※ 最新Linux Version3.1の開発に貢献した技術者の国別数 

出典：The Linux Foundation ホワイトペーパー2010年12月 
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中国ではAndroid搭載GPS 



オープンソースデータベースが 

切り開く新たな世界 



・ Operating Systemの世界で起きた事が短時
間にDBMSの世界で起きる。 

・ 多くの分野に於いて,日本では、PostgreSQL
がde facto standardになる。 

  ー 現在、ミドルウエアの分野に於いて、 
   最大の出費をDBMSで強いられている。 

  ー 現在、殆どの分野でPostgreSQLの性能 
   は商用DBMSと同じレベル。 

  ー 圧倒的なコストパーフォーマンス。 

36 

５年後のDBMS市場は？ 
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 NTTグループは全てPostgreSQLにする。NTT 
OSSセンターはPostgreSQLを強固にしている。 

 

 

ＯＳＳーＤＢＭＳとして最大のユーザ数。 

日本PostgreSQLユーザ会を始めとして、 
コミュニティがしっかりしている。 

日本でのPostgreSQL 

今後日本で伸びるＯＳＳ。 
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PostgreSQLの素晴らしさ(１) 

・ 容易なインストレーション:  
  One Click Installation （Dave Page） 
  - ワンクリックでインストールできる。 
 
・ 容易な管理: Manageability 
   - アップデート、バージョンアップ等 
 
・ Small ScaleからEnterpriseまで一つのバージョンで 
  カバーできる。 
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・ 「保守サポート切れ問題」を回避できる。 
・ 「メーカーによるロックインのリスク」を回避できる。 
  

＜保守サポート切れ問題の事例＞ 
  - 米Oracleは2011年3月22日、Intelの「Itanium」プロセッサ向けのソフト 
     開発をすべて打ち切ると発表。 

 
 

 - 日本ヒューレット・パッカードは、米Oracleの 
     発表を受け、2011年4月26日 
     「データベース改革推進アライアンス」 
   を発足。 
   

http://www.oracle.com/us/corporate/press/346696 

PostgreSQLの素晴らしさ(2) 
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PostgreSQLの事例(1) 

海外の事例 
  

・ Yahoo!  （PostgreSQLがベース） 
  

・ 米ボーイング社 （機上コンピュータのＤＢＭＳ） 
  

・ 米国海軍 （180の艦船にてOracleからPostgreSQLに変更） 
  

・ Affilias （２テラバイトのＤＢ） 
  

・ Bull社 （フランスの社会保障システムのメインフレームで稼働し 
  ていた大規模システムを PostgreSQL と Linux の上に移行）  
  

・ NY証券取引所 （PostgreSQLをベースにした大規模並列 
  処理DWHアプライアンスを採用） 
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PostgreSQLの事例(2) 

日本の事例① 
 

・NTTグループ全社の基幹DBMSをPostgreSQL 
 に変換予定。 
 

・ 住友電気工業 
 - 2005年にPostgreSQLを社内システム向けの標準DBMSとして採用。 
 - 売上２兆円以上の企業の全てのDBをPostgreSQLで行う。 
 

・ ＪＴＢ 
 - JTBが発行するクレジットカード「JTB旅カード」のWebサイトのコンテンツ管理や 
     会員情報管理にPostgreSQLを採用。 
  - システムの求める性能、可用性、コストの観点で選定。 
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日本の事例② 

 

・ 株式会社カプコン 
 - オンラインゲームのサーバシステムにPostgreSQLベースのDBを採用。 
  

・ マネックス証券 
 - 資産設計アドバイスツールのデータベースサーバにPostgreSQLベースの 
     RDBMSを採用。 ２４時間３６５日フル稼働が要求条件。 
  

・ ドトールコーヒー 
 - 受発注処理システムの基盤システムにPostgreSQLベースのRDBMSを採用。 
   ２４時間３６５日フル稼働が要求条件。 
  

PostgreSQLの事例(2) 
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アシストの変化 
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IT業界での差別化 

・ クローズドソース （Closed Source） でデファクト 
  スタンダードなソフトでの差別化は難しい。 
   - 可能なことは全て行われている。 
   - ソフトの仕様以上の事は出来ない。 
 
・ Google、Yahoo、Amazon、Salesforce、楽天、mixi、  
  COOKPAD などは、「差別化を付けるため」全てLinux。 
 
  これはＤＢＭＳにも当てはまる。 
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Linux Professional Institute Japan （LPI-J） とは？ 

  Linux及びOSS-DB技術者の認定活動 を通じて、 

以下の活動を行うＮＰＯ。 

 

ー日本の技術者、企業、教育機関、国の技術レベルの向上。 

ー日本の技術者をより能動的にする。 

（バザール方式） 

ー日本の管理者と技術者が 

オープンソースムーブメント （ＯＳＭ）を理解出来るようにする。 
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LPIC試験の構成と概要 
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各レベルの特徴 

【LPIC レベル1】 ～ファーストレベルLinux専門家～ 
Linuxサーバの構築・運用・保守等の基本操作が行える技術者。 

サーバ構築・運用・保守技術者、DBエンジニア、カスタマーサポートなど 
 

 

【LPIC  レベル2】 ～アドバンスドレベルLinux専門家～ 
Linuxのシステムデザイン、システム構築、ネットワーク構築、 
維持、トラブルシューティングが行える技術者。 

レベル１に加え、システム開発・企画・保守のリーダー、組込開発技術者、インストラクターなど 
 

 

【LPIC レベル3】 ～市場価値の高いLinuxプロフェッショナル～ 
Linux、Windows、UNIXなどの混在環境での大規模システムの 
構築・クラウドのシステム構築が出来る技術者。 

大規模システム開発・企画・設計、システムコンサルタントなど 
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Linuxの普及により、LPIC受験数が伸び続けている 

LPIC国内受験者総数 

女性にも 
人気が 

あります！ 

2012年1月現在 
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LPIC国内各レベル認定者数 

日本における累計認定者数： 6万人を突破 
2012年1月現在 
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オープンソースデータベース 
技術者認定資格 とは 

オープンソースデータベース （OSS-DB） に関する 
技術と知識を認定するIT技術者認定 

データベースシステムの設計・開発・導入・運用ができる技術者 

大規模データベースシステムの 
改善・運用管理・コンサルティングができる技術者 
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資格／試験体系 
OSS-DB技術者認定試験 

この資格を保有する技術者は、下記のスキルと知識を持つ 
エンジニアであることを証明する。 
・ RDBMSとSQLに関する知識を有する。 
・ オープンソースデータベースに関する深い知識を有する。 
・ オープンソースを利用して大規模なデータベースの運用 
   管理ができる。 
・ オープンソースを利用して大規模なデータベースの開発を 
   行う事ができる。 
・ PostgreSQLなどのOSS-DBの内部構造を熟知している。 
・ PostgreSQLなどのOSS-DBの利用方法やデータベースの 
   状態を検証してトラブルシューティングをすることができる。 

＜認定条件＞OSS-DB Exam Goldに合格し、 
 かつ有意なOSS-DB Silverを保有していること 
＜認定の有意性の期限＞ 5年間 

所要時間：90分 
試験問題数：30問 
受験料：¥15,750 （税込） 

＜試験概要＞ 

この資格を保有する技術者は、下記のスキルと知識を持つ 
エンジニアであることを証明する。 
・ RDBMSとSQLに関する知識を有する。 
・ オープンソースデータベースに関する基礎的な知識を有する。 
・ オープンソースを利用して小規模なデータベースの運用管理 
  ができる。 
・ オープンソースを利用して小規模なデータベースの開発を 
   行う事ができる。 
・ PostgreSQLなどのOSS-DBを使ったデータベースシステムの 
   運用管理ができる。 
・ PostgreSQLなどのOSS-DBを利用した開発でデータベース 
   部分を担当することができる。 

ITSS Level 3-4相当／アドバンストレベル ITSS Level 1-2相当／ベーシックレベル 

＜認定条件＞OSS-DB Exam Silverに合格すること 
＜認定の有意性の期限＞ 5年間 

所要時間：90分 
試験問題数：50問 
受験料：¥15,750 （税込） 

＜試験概要＞ 

試験 

認定 
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資格／試験体系 
OSS-DB技術者認定試験 

＜出題範囲＞ ＜出題範囲＞ 

一般知識 （20％） 
– オープンソースデータベースの一般的特徴 
– ライセンス 
– コミュニティと情報収集 
– リレーショナルデータベースの一般的知識 

運用管理 （50％） 
– インストール方法 
– 標準付属ツールの使い方 
– 設定ファイル 
– バックアップ方法 
– 基本的な運用管理作業 

開発/SQL （30％） 
– SQLコマンド 
– 組み込み関数 
– トランザクションの概念 

 

運用管理 （30％） 
– データベースサーバ構築 
– 運用管理コマンド全般 
– データベースの構造 
– ホット・スタンバイ運用 

性能監視 （30％） 
– アクセス統計情報 
– テーブル／カラム統計情報 
– クエリ実行計画 
– スロークエリの検出 
– 付属ツールによる解析 

パフォーマンスチューニング （20％） 
– 性能に関係するパラメータ 
– チューニングの実施 

障害対応 （20％） 
– 起こりうる障害のパターン 
– 破損クラスタ復旧 
– ホット・スタンバイ復旧 

※ 試験問題の向上の為にお客様に通知することなく試験内容・出題範囲等を 変更することがあります。  
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出典：ＩＴメディア@IT自分戦略研究所 読者調査結果（2011年11月、回答550）  

ＩＴメディアによる資格取得状況のアンケートにおいて 
「今後取得を目指す資格（ベンダーニュートラル）」で 

“６年連続” LPICが１位！ 

ＬＰＩＣは、今後取得したいベンダニュートラル資格６年連続Ｎｏ.1 



© LPI-Japan 2012. All rights reserved. 54 

ITメディアによるアンケート 
 「最も実務で生かせたベンダニュートラル資格」において、 

LPICが１位！ 

ＬＰＩＣは、最も実務で生かせたベンダニュートラル資格Ｎｏ.1 

出典：ＩＴメディア@IT自分戦略研究所 読者調査結果（2011年11月、回答213）  
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ITメディアによるアンケート 
 「最もキャリアアップに繋がったベンダニュートラル資格」において、 

LPICが１位！ 

ＬＰＩＣは、最もキャリアアップに繋がったベンダニュートラル資格Ｎｏ.1 

出典：ＩＴメディア@IT自分戦略研究所 読者調査結果（2011年11月、回答213）  



© LPI-Japan 2012. All rights reserved. 56 

ITベンダの技術者が取得すべき資格（ベンダニュートラル）で３位！ 

順位 資格名 % 

1位 PMP 77.3 

2位 ITIL 68.0 

3位 LPIC （Linux技術者認定） 57.3 

出典： 
2011年12月8日号 日経コンピュータ  
「2012年版 いる資格 いらない資格 多能スペシャリストを目指せ」 

日経コンピュータによるアンケート 
 「ＩＴベンダの技術者が取得すべきベンダニュートラル資格」において、 

LPICが３位！ 

ITの技術力を 
認定する資格では 
実質1位。 
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ユーザ企業のシステム部長がＩＴベンダーの技術者に取得してほしい資格 

出典： 
2011年12月8日号 日経コンピュータ  
「2012年版 いる資格 いらない資格 多能スペシャリストを目指せ」 

順位 資格名 % 

1位 ITIL 26.5 

2位 XML 26.5 

3位 オープンソースデータベース技術者認定試験 25.4 

3位 ISMS（審査員補） 25.4 

5位 LPIC （Linux技術者認定） 24.9 

5位 ITコーディネータ 24.9 

7位 技術士 24.3 

8位 UMLモデリング技能認定試験 23.8 

9位 PMP 22.2 

9位 BABOK 22.2 
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順位 資格名 % 

1位 PMP 77.3 

2位 ITIL 68.0 

3位 LPIC （Linux技術者認定） 57.3 

4位 ITコーディネータ 42.7 

5位 XMLマスター 36.0 

5位 UMLモデリング技能認定試験 36.0 

7位 ISMS 34.7 

8位 技術士 33.3 

9位 ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ技術者認定試験 30.7 

10位 CompTIA認定資格 
OMG認定UML技術者資格試験 

28.0 
28.0 

出典：2011年12月8日号 日経コンピュータ  
 「2012年版 いる資格 いらない資格 多能スペシャリストを目指せ」 

ITベンダーの人事が自社の技術者に「取得させたい資格」 
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Linux及びOSS-DBを使用する理由。 

 コスト/パーフォーマンスが断トツに優れたシステム構築が可能。 

 

 早く、信頼性の高いシステム構築が可能。 

 

 自社のニーズに合わせたOSやDBMSの構築が可能故、高性能な 
 システムが出来る。 

 

 過去１０年間でITインフラをベースに伸びた会社の多くはLinux及び  
 OSS-DBを使用。明確な理由がある。 
  楽天、mixi、COOKPAD、Google、 Yahoo、Facebook、 
  Salesforce.com、LinkedIn … 

 

 ソフトベンダーのロックインに無関係。 
 アップグレード、パッチ、保守打ち切り。。。 
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結論 

 「OSSの利用」 → 「貢献の世界の理解」 → 「貢献の競争に参加」 

  → 「貢献の競争に勝つ」 

 

 「Fee on Free」 の影響は多方面に。 

 

 「Soft Power」 は最大のパワー。 

 

 LPIC及びOSS-DB技術者認定制度の採用は技術者及び企業を 
 新しい方向に導く。 

  ー LPICの受験、認定を通じてOSSの世界に入り、新しい世界が判る。 

  ー 技術者としてまた会社として差別化をいかに築くかが判る。 

  ー 与えられたOSやDBMSをいかの使うのかの差別化から、 
      OSやDBMSを顧客にニーズに合わせて作る差別化に視点が移る。 
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成井 弦 
narui@lpi.or.jp 

オープンソースは革命。 

オープンソースは創造。 

オープンソースは無限。 

オープンソースは未来。 


